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木材開放試験室の外観

 木材開放試験室を知っていますか。
～今年度から新たな試験機器が整備されました～

新試験機器：恒温恒湿室実大試験機

●詳細は６ページをご覧下さい。
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木材開放試験室を知っていますか。
～今年度から新たな試験機器が整備されました～

 

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

7月8日㈭ 狩猟免許試験

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時　間：9:30～17:00
●申　込：6/3～6/17
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記にお
　問い合わせください。

飛騨・世界生活文化センター

各地域を所管する県事務所、
または環境企画課

（058-272-1111 内線 2701）

7月16日㈮
令和3年度
岐阜県森林研究所
「研究成果発表会」

●内　容：岐阜県森林研究所で取り組んでいる森林管理や
　　　　　森林資源の活用に関する研究内容を紹介します。
●時　間：13:00～16:30（予定）
●参加料：無料
●事前申込：必要（FAX、電子メール、郵送にて）

（予定）
わかくさ・プラザ

（岐阜県関市若草通 2 丁目 1 番地）

岐阜県森林研究所
（岐阜県美濃市曽代 1128-1）
TEL：0575-33-2585

7月17日㈯ 森林文化アカデミー
オープンキャンパス

●内　容：①学校の概要説明、②森と木のエンジニア科の
説明会、③森と木のクリエーター科教員による
リレートーク、④教員との面談、⑤なんでも相
談、在校生とのフリートーク、⑥学内見学ツアー
など

●時　間：10:00～16:00
●参加料：無料
●事前申込：必要（WEBから）

森林文化アカデミー
（美濃市曽代８８）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL　https://www.forest.ac.jp/

森林・林業関係イベントカレンダー（6～7月）
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支援したWEB展示場のtopページ

　これまでも林業・木材事業者の販路拡大活動に対して支援してきましたが、昨年の新型コロナウィルス感
染症の拡大を機に、ＶＲ技術やＷＥＢを活用した非対面型の営業・商談活動などの新たなビジネス手法の導入
が求められるようになったため、「withコロナ」に対応
した新たな取り組みを支援しています。
　令和２年度は国内向け活動に９件、海外向け活動
に２件支援しました。具体的な例としては、ＷＥＢ展示
場の構築、完成住宅のＶＲ技術による見学会実施、
YouTubeを活用した営業活動、ＥＣサイトの構築が
あります。
　令和３年度も20件程度の支援を予定しており、林
業・木材業界の活性化を進めていきます。

100年先の
森林づくり
シリーズ20

第３期岐阜県森林づくり基本計画(H29～H33)では、望ましい森林の姿へ配置転換する「１００年先の森林づく
り」、林業経営を重視した「生きた森林づくり」、環境保全を重視した「恵みの森林づくり」に取り組んでいます。
これらの取組状況について、隔月連載でご紹介します。

～ｗithコロナに対応した林業・木材産業への支援強化～
◆生きた森林づくり　国内外への県産材需要拡大プロジェクト

　県では、山地災害の現状や治山事業、林道事業の重要性を県民の皆さんに広く紹介し、事業に対する理
解と関心を深めていただくため、毎年、写真コンクールを実施しています。
　本年度は、治山部門３４件、林道部門２１件の応募の中から、部門別に最優秀賞を表彰しました。

●治山部門最優秀賞

題　　目 待ちわびた光景

撮影場所 下呂市　萩原町　上呂　字門洞

撮 影 者 下呂農林事務所　榎田　俊治

●林道部門最優秀賞

題　　目 森林施業に役立つ林道

撮影場所 郡上市　高鷲町　鷲見

撮 影 者 郡上農林事務所　川畑　裕二

 平成30年7月豪雨災害箇所
（復旧前）

 林道白尾～鷲見線の隣接地における
木材の積込作業

平成30年7月豪雨災害箇所
（復旧後）

令和２年度   治山・林道写真コンクール
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹
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小
雨
降
る
薄
暗
い
ス
ギ
林
で
、
コ
ア

ジ
サ
イ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

コ
ア
ジ
サ
イ
（H

ydrangea hirta

）

は
5
～
6
月
、
渓
谷
沿
い
や
薄
暗
い
樹

林
下
な
ど
少
し
湿
っ
た
環
境
で
、
淡
い

青
色
の
花
を
密
集
さ
せ
甘
い
香
り
を
漂

わ
せ
ま
す
。

　

コ
ア
ジ
サ
イ
は
「
小
さ
な
ア
ジ
サ
イ
」

と
い
う
意
味
で
す
が
、
小
枝
が
赤
褐
色

な
た
め
シ
バ
ア
ジ
サ
イ
の
別
名
で
も
呼

ば
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
ア
ジ
サ
イ
は
漢
字
で
「
紫

陽
花
」
と
記
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
和
名

の
由
来
は
「
集
真
藍
」
と
い
う
色
か
ら

来
て
お
り
、「
ア
ヅ
（
集
ま
る
）」、「
サ

ア
イ
（
真
の
藍
色
）」
を
指
し
、青
（
藍
）

い
花
が
集
ま
っ
て
咲
く
様
子
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
漢
字
で
「
紫
陽
花
」
と
表
さ

れ
る
の
は
、
中
国
の
詩
人
、
白
楽
天
（
白

居
易
：
7
7
2
～
8
4
6
年
）
の
詩

の
一
節
に
あ
る
「
紫
陽
花
」
が
由
来
と

さ
れ
ま
す
。
10
世
紀
の
平
安
時
代
、
勤

子
内
親
王
の
求
め
に
応
じ
て
源
順
（
み

な
も
と
の
し
た
ご
う
）
が
編
纂
し
た
『
倭

名
類
聚
抄
』
の
中
で
、「
紫
陽
花
」
は
ア

ジ
サ
イ
を
指
す
と
解
釈
し
て
記
入
し
た

こ
と
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
コ
ア
ジ
サ
イ
の
花
は
、
他
の
ア

ジ
サ
イ
類
の
よ
う
な
萼
片
の
装
飾
花
は

無
く
、
今
年
伸
び
た
枝
先
の
散
房
花
序

に
多
数
の
両
性
花
を
付
け
ま
す
。
花
弁

は
小
さ
く
五
個
、
雄
し
べ
十
本
、
め
し

べ
の
先
は
三
～
四
本
に
分
か
れ
、
結
実

能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
数
日
で
花
が

散
り
雄
し
べ
が
落
花
す
る
と
子
房
だ
け

が
残
り
ま
す
。

　

コ
ア
ジ
サ
イ
の
花
は
遠
目
に
見
る
と

い
る
と
い
う
噂
が
独
り
歩
き
し
た
の
で

す
が
、
い
ま
だ
に
毒
成
分
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
2
0
0
8
年
に
茨

城
県
つ
く
ば
市
で
、
料
理
に
添
え
ら
れ

た
ア
ジ
サ
イ
の
葉
を
誤
食
し
た
8
名
が

嘔
吐
、
吐
き
気
な
ど
を
発
症
し
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
2
0
0
8
年
に
大
阪
市
で

も
、
料
理
に
添
え
ら
れ
た
ア
ジ
サ
イ
の

葉
を
誤
食
し
た
1
名
が
嘔
吐
、
顔
面
紅

潮
等
の
症
状
を
発
症
し
ま
し
た
。

　

く
れ
ぐ
れ
も
み
な
さ
ん
は
、
ア
ジ
サ

イ
の
葉
を
誤
食
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▲青紫色が魅力的なコアジサイの花

淡
い
青
紫
色
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
よ

く
観
察
す
る
と
雄
し
べ
が
青
色
、
花
弁

と
花
粉
は
白
っ
ぽ
く
、
花
茎
は
濃
い
青

紫
色
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
魅
力

あ
る
色
合
い
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
茶
道
の
茶
花
と
し
て
も
人
気

が
あ
り
ま
す
。

　

秋
に
子
房
の
中
で
小
さ
な
種
子
が
熟

す
と
、
先
が
割
れ
て
穴
が
空
き
、
周
辺

に
ま
き
散
ら
さ
れ
る
た
め
、
親
株
の
下

に
は
小
さ
な
実
生
苗
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

枝
に
対
生
す
る
葉
は
、
全
体
的
に
薄

く
光
沢
が
あ
り
、
表
裏
と
も
葉
脈
沿
い

に
毛
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
葉
は
花
が
咲

く
前
の
若
葉
を
天
ぷ
ら
や
酢
み
そ
和
え

や
、
ゴ
マ
和
え
、
油
炒
め
に
し
て
食
べ

ら
れ
ま
す
が
、
酸
味
と
苦
味
が
あ
る
の

で
茹
で
た
後
に
水
で
さ
ら
す
の
が
基
本

で
す
。

　

最
後
に
、
厚
生
労
働
省
の
H
P
に

は
「
自
然
毒
の
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
：

高
等
植
物
：
ア
ジ
サ
イ
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
1
9
2
0
年
に
ア
メ
リ
カ

で
ア
メ
リ
カ
ノ
リ
ノ
キ
を
食
べ
た
牛
や

馬
が
中
毒
を
起
こ
し
た
こ
と
か
ら
、
ア

ジ
サ
イ
に
も
青
酸
配
糖
体
が
含
ま
れ
て
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　毎年、春になると我が家へツバメがやってきて子育てを始め
る。もう１０数年続いているので、我が家の年間行事の一つとなっ
ている。来るのは４月上旬から中旬。ところが、今年は暖冬だっ
たせいか1か月前（３月９日）に来た。家の前を2匹飛んでいたの
である。しかし、いたのは二日間だけ。その後姿を見せなくなっ
た。何かあったのだろうかと心配になってきた。それから8日後
の3月19日の朝。再び姿を現した。驚いたことに家の中なので
ある。2階の廊下を飛んだり、壁に止まったりしていた。ガラス
に衝突したら大変だと思い、窓を開けて外へ逃がした。しばら
くして、ツバメはどこから侵入したのだろうと考えた。戸や窓は
締まっているので、入るところがないはずだ。不思議だった。外
ではツバメが飛び回っているが、我が家で巣を造る気配はない。
壁や地面には糞が見られないし、毎年使っている巣は壊れたま
まなのである。今年は我が家で子育てをしないのではないか。
さびしくなってきた。それが6日後の３月２５日、再び姿を現した。
しかも前と同じように我が家の2階。飛んだり休んだりしていた
のである。思わずほっぺたをつねった。夢ではなかった。どこか
ら侵入したのか。しかも2回もだ。そこでこの場所を探すため、
今回はすぐに逃がすことはせず、そのままにしておき観察を始
めた。しかし、私の姿を見ると、逃げるように飛び回るので観
察できない。そこで1階へ降りて10分間隔でこっそり見に行くこ
とにした。1時間後にはいた。ところがその15分後にはいなくなっ
ていたのである。まるで「キツネにつままれた」ようだった。

×　　×　　×　　×
　翌日、孫のYちゃんが壁に下がっている紐を見て「おじいちゃ
ん、この紐何なの」と聞いてきた。「あの窓を開けたり閉めたり
する紐だよ」と窓を指さしたらわずかに開いていた。「ここだっ
たのか」と胸が熱くなった。しかし、窓は下向きでわずかに開
いているだけ。入るには屋根に降りなければならない。しかし、
ツバメがスズメのようにピョンピョン地上を跳ねるのを見たこと
がない。本当にここから入ったのだろうか。気になったので、鳥
類マニアのO氏に聞いた。O氏
は、ツバメは上から下に向かっ
て餌をとり、その後上へ飛ぶ習
性なので、その可能性はあると
驚きもせず答えた。そこで、こ
れを確認するためドアを全開に
しておくことにした。はたして3

回目はあるだろうか。「二度あることは三度ある」という諺がある。
こうなってほしいものだ。しかし、ツバメは来ることはなかった。

×　　×　　×　　×
　そんな時、俳優の田中邦衛（以下、Ｋ）が亡くなっていたとの
悲しいニュースが報道された。私の頭の中はツバメからK俳優
になった。思い出のある俳優だったからである。私がＫを知った
のは50年以上前。映画の全盛期であった。主役を引き立てる名
脇役で、中でも加山雄三の若大将シリーズには欠かせない俳優
であった。10本くらい見たのではないかと思うが、若かりし頃
を思い出し、懐かしくなってきた。忘れられないのがテレビの「北
の国から」シリーズだ。男手だけで二人の子供を育てるＫの演
技は圧巻であった。20年間放映されたが、その日が来るのが楽
しみであった。間の抜けたような在りし日のＫ。目に浮かんでく
る。その二日後、今度は嬉しいニュースが入ってきた。白血病
と闘っている池江璃花子選手が50ｍバタフライ競技で優勝し、
東京オリンピックの切符を手にしたのである。ガッツポーズをし
た後、目頭を押さえる池江選手。感動的で、目頭が熱くなった。
闘病生活は苦痛の連続で死んで楽になりたいと思ったという。
それを克服しての優勝。多くの人に元気を与えたであろう。私
もそのひとりで、再びツバメの観察を始めた。

×　　×　　×　　×
　しかし、4月10日を過ぎても、ツバメは寄り付かない。もう
我が家では巣づくりをしないのではないかと思った。そこで再
びO氏に聞いた。するとO氏は「心配ない、そのうちに来て子
育てを始めるよ」と言って、次のような話をした。ツバメは夫
婦で子育てしているように見えるけどそうでもない。あぶれ雄
（彼女のいないオス）が子育て中のオスを追い出し巣の主となっ
たり、逆にメスが巣から逃げ出すこともある。すると別のメスが
来て子育てを始める。また、病気や事故などで両親が亡くなっ
ても、他のオスとメスが来て子育てを始めるという。それにこ
の巣で育った子供や、別のツバメでもここに巣のあることは知っ
ているので使い始める。だから大丈夫だとのことであった。最
後にO氏はツバメは仲の良い夫婦に思われているが、男女（雄
雌）間は乱れに乱れているんだよと笑って言われた。これを聞
いて安心し、毎日ツバメ観察を続けているが、4月20日になっ
ても変化なし。本当に巣作りを始めるか。またまた心配になっ
てきた。

－ここが入り口だった、つばめ－ 【第359回】
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２.恒温恒湿室の新設
　森林研究所では、令和 3 年 2 月にコロナ収束後の需要の回復を見据え、新たな製品開発や品質向上に取り組む木材
加工事業者への支援強化を目的に「恒温恒湿室」を新たに木材開放試験室に導入しました。この機器は、空調器ユニット
により室内の温度・湿度を任意に制御する装置で、木材の寸法安定性評価、耐腐朽性評価、接着性能評価、強度性能評
価等に使用するものです。温湿度の制御範囲は-30℃～80℃、10％～95％、装置サイズは内寸（4070×1970×2100mm、
長さ×幅×高さ）であり実大サイズの木材が収納できます。
　現在、木材の新用途開発や外材製品からの代替、他県産材との優位性を検討する場合に性能評価試験の実施が不可
欠となっています。森林研究所には、企業等から、木材製品の寸法安定性評価や強度性能評価に関する相談が数多く寄
せられています。この恒温恒湿室の整備により、今後は幅広い試験依頼に対応することが可能になり、岐阜県産材の一
層の需要拡大の推進が期待されます。興味のある方は、森林研究所（tel 0575-33-2585）までお問い合わせ下さい。

（4/29～5/6）について

実大強度試験機
圧縮強度・曲げ強度を最大12mの長さまで測定可能

恒温恒湿室外観 恒温恒湿室内部

グレーディングマシーン
柱材及び板材を破壊せずに強度測定可能

木材開放試験室を知っていますか
ー企業の方も利用できる木材関係の試験施設ですー

１. 施設の概要
　この施設は、木材を使った新製品開発のための試験を行う目的で、平成 6 年 5 月に林業センター（現森林研究所）に
整備されたもので、県内の企業等の方々が自ら利用することができる初めての試験施設です。
　現在は、森林文化アカデミーに所管が移され、実大試験機、グレーディングマシーン等各種試験機器が、授業や学生の
研究、森林研究所の研究に加え、外部の企業等の方々にも利用されています。令和元年度には、木材強度測定等で約 70
件の利用がありました。使用料は、実大強度試験機が 1 時間につき 1,140 円、グレーディングマシーンが１時間につき
400 円です。詳しくは森林文化アカデミー（tel 0575-35-2525）にお問合わせ下さい。

【山林協会　瀬上】
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き
の
こ
類
を
は
じ
め
と
す
る「
特
用
林
産
物
」

の
生
産
額
は
、
岐
阜
県
の
林
業
産
出
額
の
約
４

割
を
占
め
る
な
ど
、
山
村
地
域
の
重
要
な
収
入

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
き
の
こ
類
の
生
産
資
材
で
あ
る「
原

木
」や「
木
材
チ
ッ
プ
」な
ど
は
岐
阜
県
の
森
林
資

源
の
う
ち
、
広
葉
樹
の
主
要
な
需
要
先
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
近
年
、
産
地
間
競
争
の
激
化
や
、
外

国
産
菌
床
の
増
加
に
よ
る
販
売
価
格
の
下
落
に

加
え
、
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
、
後
継
者
不
足

な
ど
、
県
内
の
き
の
こ
類
生
産
者
を
取
り
巻
く

環
境
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
努
力

を
行
い
な
が
ら
県
内
各
地
で
き
の
こ
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
る
方
々
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（
紙
面
や
取
材
の
都
合
上
、
一
部
の
方
の
ご
紹

介
と
な
る
こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）

藤
井 

昌
弘
さ
ん（
白
川
町
）

Q
1　

何
を
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
1　

原
木
し
い
た
け
で
す
。

Q
2　

生
産
の
特
徴
を
教
え
て
下
さ
い

Ａ
2　

私
が
住
む
白
川
町
黒
川
は
、
標
高
が
高

く
寒
暖
差
が
大
き
い
山
間
地
域
で
あ
り
、

長
き
に
渡
り
原
木
し
い
た
け
の
産
地
と
し

て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

私
は
そ
の
気
候
を
活
か
し
て
ハ
ウ
ス
内

に
て
周
年
で
栽
培
す
る
ほ
か
、
地
域
の
林

内
を
利
用
し
露
地
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
か
つ
て
は
原
木
し
い
た
け
栽
培

の
主
流
は
露
地
栽
培
で
し
た
が
、
今
で
は

大
部
分
の
生
産
者
は
ハ
ウ
ス
栽
培
で
取
り

組
ま
れ
、
露
地
栽
培
に
本
格
的
に
取
り
組

を
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
乾
燥
機
を
用
い

て
２
日
間
ほ
ど
人
工
乾
燥
さ
せ
、
干
し
い

た
け
と
し
て
仕
上
げ
ま
す
。
干
し
い
た
け

と
す
る
こ
と
で
生
よ
り
長
い
期
間
保
存

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

天
日
干
し
す
る
こ
と
で
、
し
い
た
け
に
含

有
さ
れ
る
旨
味
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
等
の
栄

養
価
が
増
加
す
る
と
聞
い
て
お
り
期
待

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
７　

最
後
に
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す

Ａ
７　

同
じ
原
木
栽
培
で
あ
っ
て
も
ハ
ウ
ス
で

栽
培
さ
れ
た
原
木
し
い
た
け
と
比
べ
、
林

内
に
て
露
地
栽
培
さ
れ
た
原
木
し
い
た
け

は
、
自
然
の
中
で
時
間
を
か
け
ゆ
っ
く
り

と
成
長
す
る
分
、
実
の
締
ま
っ
た
肉
厚
な

も
の
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

近
頃
は
、栽
培
に
必
要
な
原
木（
ほ
だ
木
）

の
供
給
不
安
定
・
価
格
高
騰
や
シ
カ
・
猿

等
の
獣
害
へ
の
対
処
な
ど
、
苦
労
も
多
い

で
す
が
、
多
く
の
方
々
に
お
い
し
い
原
木

し
い
た
け
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

取
材
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
県
産
材
流
通
課　

時
任
大
樹
】

ん
で
い
る
生
産
者
は
、
県
内
に
ほ
と
ん
ど

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
３　

栽
培
に
取
り
組
ま
れ
て
ど
れ
く
ら
い
に

　
　
　

な
り
ま
す
か
？

Ａ
３　

私
自
身
は
就
業
か
ら
ま
だ
５
年
目
で
す

が
、
屋
号
で
あ
る
棚
田
し
い
た
け
は
、
祖

父
、
父
か
ら
後
を
継
い
で
今
年
で
70
年
目

を
迎
え
ま
す
。
な
お
、
天
皇
陛
下
御
即
位

時
の
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
、
自
ら
が
代
表

を
務
め
る「
黒
川
椎
茸
組
合
」に
て
平
成
・

令
和
の
２
代
連
続
で
供
納
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Ｑ
４　

生
産
工
程
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
４　

原
木
へ
の
植
菌
を
春
に
行
っ
て
か
ら
、

そ
の
次
の
年
の
秋
ま
で
林
内
の
作
業
道
際

で
仮
伏
せ
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
ほ
だ
場

に
て
写
真
の
よ
う
に
本
伏
せ（
井
桁
組
み
）

さ
せ
、
２
年
目
の
春
か
ら
は
本
格
的
な
発

生
・
収
穫
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
５　

生
産
規
模
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
５　

私
は
地
域
の
林
内
に
ほ
だ
場
を
４
箇
所

管
理
し
て
お
り
、
現
在
は
総
数
６
万
～

８
万
本
の
ほ
だ
木
を
伏
せ
込
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
発
生
・
収
穫
の
時
期
・
具
合
を
管
理

し
循
環
さ
せ
ま
す
。
な
お
、
露
地
で
の
栽

培
は
、
３
月
中
旬
～
４
月
上
旬
が
収
穫
の

最
盛
期
で
あ
り
、
今
回
取
材
い
た
だ
い
た

際
は
今
シ
ー
ズ
ン
の
露
地
栽
培
の
収
穫
最

終
日
で
し
た
。
家
内
と
パ
ー
ト
の
方
々
と

協
力
し
て
大
き
く
実
っ
た
し
い
た
け
を
収

穫
し
、
収
穫
ピ
ー
ク
時
に
は
、
自
宅
か
ら

ほ
だ
場
ま
で
の
間
を
何
往
復
も
運
搬
し
大

変
で
し
た
。

Ｑ
６　

出
荷
ま
で
の
作
業
は
？

Ａ
６　

収
穫
後
に
は
網
棚
の
上
に
日
が
当
た
る

よ
う
万
遍
な
く
並
べ
、
一
日
ほ
ど
天
日
干
し

“ 棚田 ” のような露地栽培の様子は壮観

収穫後に天日干しをする藤井さんご夫妻
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ぎふ木遊館では、新型コロナウイルス感染防止対策を行いながら、開館しています！

＜ぎふ木遊館の日常＞
　新緑が青空に映え、気持ちの良い季節になってきました。保育所・
幼稚園からの遠足や園外保育としての利用の問い合わせもたくさんい
ただいています。
　当館ご利用後、深い軒下や庭でのんびりされるお客さんも増えて
います。morinosのV字柱を活用した丸太ベンチや県産材キットハウ
ス（設置協力：親和木材工業（株））が休憩スペースとして利用され、
屋外でも木に触れながら休んでいただいています。

＜ギャラリー企画展『郡上市展』＞
　４月２２日から５月１１日まで、当館ギャラリーで『郡上市展』を市
と連携して開催しました。郡上市では、新生児に市内産の木のおもちゃ
のカタログギフトをプレゼントする事業を実施しており、その対象の
おもちゃを展示して、来館者に遊んでもらいました。
　また、郡上市の豊かな自然を背景とした観光・産業を紹介するパ
ネル展示や動画上映を行いました。特に、市の重要無形文化財に指
定されている「郡上本染」の展示（協力：郡上本
染渡辺染物店）により、「ジャパンブルー」と評さ
れる藍色が館内を彩りました。
　木育ひろばの天井には、郡上本染のこいのぼりが
設置され、来館する子どもたちの端午の節句をお祝
いしました。郡上市産の４００年生以上のスギでで
きた丸太トンネルの上を、４００年以上続く伝統工
芸「郡上本染」の鯉のぼりが泳ぐという「４００年
コラボ」が実現しました。

（4/29～5/6）について

通信

ぎふ木遊館のイベント情報等については、公式ホームページでご確認ください。

岐阜県立森林文化アカデミー内にある森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹介しま
す！今回は、4月23日にmorinosに来てくれた認定こども園「浄心こどもの城」の森林体験についてご紹介します。

  幼稚園・保育園の森林体験
morinosでは森林と人をつなぐ機会を増やすため、学校教育や保育・幼児教育の現場と連携して、森林空間を活用した自然体験

や、森林の中で行う授業の支援をしています。「浄心こどもの城」さんは年長さん25名で森林体験に来てくれました。
事前の打合せで、園長先生、担当の先生にひろばや森の現場、当日の持ち物や内容の確認、森やひろばでの楽しみ方、リスクに

ついての説明とともに、子どもたちに全力で遊んでほしいこと、たき火などの火を使うことなど、morinosとして大切にしていること
を伝えました。

当日は森林の中を両手を使ってどんどん登り、草笛に挑戦したり、途中の古い切り株に
できたコケを触ってみたり、途中で拾った枯れ枝やスギの葉を使ってたき火をする経験も
しました。どんな草が音が出やすいのか、形や質感など普段気にしない草の観察をした
り、森林の中でどこにある葉や枝がよく乾いているか調べるなど、興味をもって自然に触
れる良い機会となりました。

▲草笛に挑戦

▲裸足で登る ▲泥だらけで遊ぶ ▲カツラの樹洞に乗ってみる

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

▲切り株のコケの感触を楽しむ ▲初めてのマッチ

プログラム紹介！！

こうした体験はmorinosのHPで開催をお知らせしています。多くの皆様のご参加をお待ちしております。興味を持ってくださっ
た方は、morinosのホームページ、動画YOU TUBEをご覧ください。

また、morinosひろばでは、普段、園庭ではできない体験を全力でしようと、泥だらけになって遊びました。裸足になってひろば
のお山に登ったり、泥だらけになったり、カツラの樹洞に乗ってみたり。保育士の先生は「普段、土に触ることを嫌がる子も泥だら
けで満面の笑みを見せてくれている」と驚いていました。事前に園から保護者の方へ当日の体験の趣旨を説明するとともに着替え
の準備をお願いしてくださっていたため、安心して全力で遊べました。

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YOU TUBE

開　所　時　間

定 　 休 　 日

MORINOTAYORIMORINOTAYORI MORINOTAYORI 8



岐阜県立森林文化アカデミー内にある森林総合教育センター（愛称morinos）で実施しているプログラムについてご紹介しま
す！今回は、4月23日にmorinosに来てくれた認定こども園「浄心こどもの城」の森林体験についてご紹介します。

  幼稚園・保育園の森林体験
morinosでは森林と人をつなぐ機会を増やすため、学校教育や保育・幼児教育の現場と連携して、森林空間を活用した自然体験

や、森林の中で行う授業の支援をしています。「浄心こどもの城」さんは年長さん25名で森林体験に来てくれました。
事前の打合せで、園長先生、担当の先生にひろばや森の現場、当日の持ち物や内容の確認、森やひろばでの楽しみ方、リスクに

ついての説明とともに、子どもたちに全力で遊んでほしいこと、たき火などの火を使うことなど、morinosとして大切にしていること
を伝えました。

当日は森林の中を両手を使ってどんどん登り、草笛に挑戦したり、途中の古い切り株に
できたコケを触ってみたり、途中で拾った枯れ枝やスギの葉を使ってたき火をする経験も
しました。どんな草が音が出やすいのか、形や質感など普段気にしない草の観察をした
り、森林の中でどこにある葉や枝がよく乾いているか調べるなど、興味をもって自然に触
れる良い機会となりました。

▲草笛に挑戦

▲裸足で登る ▲泥だらけで遊ぶ ▲カツラの樹洞に乗ってみる

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

▲切り株のコケの感触を楽しむ ▲初めてのマッチ

プログラム紹介！！

こうした体験はmorinosのHPで開催をお知らせしています。多くの皆様のご参加をお待ちしております。興味を持ってくださっ
た方は、morinosのホームページ、動画YOU TUBEをご覧ください。

また、morinosひろばでは、普段、園庭ではできない体験を全力でしようと、泥だらけになって遊びました。裸足になってひろば
のお山に登ったり、泥だらけになったり、カツラの樹洞に乗ってみたり。保育士の先生は「普段、土に触ることを嫌がる子も泥だら
けで満面の笑みを見せてくれている」と驚いていました。事前に園から保護者の方へ当日の体験の趣旨を説明するとともに着替え
の準備をお願いしてくださっていたため、安心して全力で遊べました。

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YOU TUBE

開　所　時　間

定 　 休 　 日
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施設の経緯
　中津川市阿木公民館の老朽化に伴い建物を新築すること
になり、市事務所と公民館に診療所を併設した木造一部RC
造の阿木交流センターとして、令和２年５月にオープンしまし
た。これにより、阿木地域の行政窓口としてだけでなく、地域
住民の交流の場、学びの場、健康づくりの場として活用いただ
くことはもちろん、マンホールトイレや太陽光発電等を備え付
けた防災拠点としての役割も担っています。

ここに注目！！
　地元阿木産のヒノキを含む県内産の木材がふんだんに使用
されています。施設内は段差の少ないユニバーサルデザインを
採用し、ぎふ木育ひろばにも認定されています。

利用者の様子
　木のぬくもり、香りなど、木造ならではのあたたかさを感じてい
ただいています。フリースペースの利活用をとおして、子どもから
お年寄りまで幅広い世代の声であふれています。

■問い合わせ先
　中津川市阿木交流センター　
　ＴＥＬ 0573-63-2001

阿木交流センター

施設概要

事業主体 中津川市

事業年度 令和元年度

構造
延床面積

木造　一部鉄筋コンクリート造
　　　　　　　　　１階建　　993.48㎡
　　　うち対象分　公民館　　308.05㎡

施設用途 公民館、診療所、市事務所

木材使用量
使用樹種

67.41㎥（県産材87.36％）
ヒノキ他

SAN設計室

207,023,040円全体事業費

5,000,000円（県産材需要拡大施設等整備事業）助 成 額

設 計 者

株式会社田口建設

平成30年11月～令和2年2月工　　期

施工業者

施設全景

内 部

子育てサークル
活動の様子

調理室

ホール

づ
く
り
』を
目
標
に
、
地
域
特
性
や
自
然
条
件

に
応
じ
た
森
林
整
備
を
推
進
し
、
公
益
的
機

能
を
高
度
に
発
揮
す
る
多
様
で
健
全
な
森
林

に
誘
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
と
し
て
、「
森
林
・
林
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
取
組
の
推
進
」で
す
。
最
新

（
2
0
1
9
年
）の
木
材
自
給
率
は
37
・
8
％

で
9
年
連
続
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
国
産
材

の
製
材
・
加
工
工
場
や
合
板
工
場
の
大
型
化

な
ど
に
よ
り
輸
入
材
か
ら
国
産
材
へ
の
シ
フ

ト
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。
一
方

で
、
今
後
も
国
産
材
を
持
続
的
に
利
用
し
続

け
て
い
く
た
め
に
は
伐
採
後
の
跡
地
を
確
実

に
再
造
林
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
が
、
造

4
月
の
異
動
で
、
九
州
森
林
管
理
局
か
ら

岐
阜
森
林
管
理
署
長
と
し
て
参
り
ま
し
た
久

保
で
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
出
身
地
は
鹿
児
島
県
で
す
。
本
庁

で
の
勤
務
が
長
く
、
主
に
民
有
林
の
森
林
整

備
事
業
や
森
林
保
護
対
策
業
務
等
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
出
向
経
験
も
3
回
あ

り
、
そ
の
う
ち
3
年
間
は
山
梨
県
庁
に
出
向

し
、
民
有
林
行
政
の
実
務
を
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
岐
阜
森
林
管
理
署
長
と
し
て
の
抱

負
で
す
が
、
ま
ず
、
第
一
は「
山
地
の
防
災
・

減
災
対
策
の
取
組
強
化
と
多
様
な
森
林
づ
く

り
の
推
進
」で
す
。
皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、

岐
阜
県
は
山
が
急
峻
で
昨
年
7
月
に
発
生
し

た
豪
雨
の
際
に
は
、
多
く
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
現
在
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

次
期
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
お
い
て
は
災

害
リ
ス
ク
管
理
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か

が
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の

災
害
の
激
甚
化
・
常
態
化
を
認
識
し
、
事
前

対
策
や
森
林
の
防
災
機
能
を
高
め
る
た
め
の

対
策
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
や
林
道
等
の
整
備
・

強
化
等
を
図
る
国
土
強
靱
化
5
か
年
加
速
化

対
策
や
治
山
施
設
の
整
備
・
強
化
等
に
よ
る

流
木
・
土
石
流
・
山
腹
崩
壊
抑
制
対
策
、
既

存
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て『
災
害
に
強
い
森
林

や
遊
歩
道
を
利
用
さ
れ
る
方
へ
の
被
害
防
止

に
向
け
、
岐
阜
大
学
や
岐
阜
市
等
と
連
携
し

て
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
四
は
、「
民
有
林
と
の
連
携
促
進
」で
す
。

岐
阜
署
で
は
、
管
内
の
五
つ
の
市
町
村
と
森

林
整
備
協
定
を
締
結
し
て
、
民
有
林
と
連
携

し
た
森
林
施
業
の
実
施
や
森
林
・
林
業
技
術

者
の
育
成
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
引
き
続
き
地
域
の
森
林
・
林
業
の
再

生
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
、
新
た
な
取
組

と
し
て
市
町
村
の
実
務
担
当
者
の
方
々
の
森

林
・
林
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
力
の
向
上

に
お
役
に
立

て
て
い
た
だ

く
た
め
、
局
・

署
等
で
開
催

す
る「
実
務
研

修
」や「
現
地
検

討
会
」等
へ
参

加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た

取
組
に
よ
り

民
有
林
と
の

協
力
・
連
携
を
一
層
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
が
、
署
長
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
事
項
で
す
。
引
き
続
き
、
地
域
と
の

連
携
を
密
に
し
、
市
町
村
の
声
、
国
有
林
へ

の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
県
を
は
じ
め
地
元

自
治
体
・
住
民
の
皆
様
に
国
有
林
の
役
割
を

深
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
国
有

林
と
い
う
組
織
は
地
域
に
絶
対
欠
か
せ
な
い

組
織
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
長　

久
保
芳
文
）

林
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
様
々
な
課
題
を
解
決

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
岐
阜
署
で
は
、
引

き
続
き
、
シ
ス
テ
ム
販
売
、
委
託
販
売
等
を

通
じ
て
木
材
の
安
定
供
給
を
行
い
つ
つ
、
効

率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る
生
産

性
向
上
や
再

造
林
コ
ス
ト

の
縮
減
に
つ

な
が
る
伐
採

と
造
林
の
一

貫
作
業
シ
ス

テ
ム
の
推
進
、

早
生
樹
の
試

験
植
栽
な
ど

の
先
駆
的
手

法
の
実
証
・

導
入
等
に
取

り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

第
三
は
、「
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
」で

す
。
近
年
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害

は
、
確
実
な
再
造
林
の
達
成
に
支
障
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、
被
害
防
止
対
策
に
よ
る
コ

ス
ト
増
は
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
の
減
退

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
急
傾
斜

地
等
に
お
け
る
踏
み
荒
ら
し
や
下
層
植
生
の

消
失
は
、
土
壌
浸
食
の
発
生
、
植
生
の
単
純

化
な
ど
国
土
保
全
や
森
林
生
態
系
の
保
全
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
岐
阜
署
で
は
、

職
員
に
よ
る
捕
獲（
く
く
り
罠
）を
毎
年
実
施

し
個
体
数
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ラ
イ

ト
セ
ン
サ
ス
や
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
生

息
確
認
に
加
え
て
、
今
年
度
は
岐
阜
県
が
計

画
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
密
度
等

の
把
握
の
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業
に
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
金
華
山
の

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
も
、
近
隣
住
民
の
皆
様

▲令和２年７月豪雨による被害

▲高性能林業機械を活用した森林施業

▲森林整備協定の会議

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 10
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施設の経緯
　中津川市阿木公民館の老朽化に伴い建物を新築すること
になり、市事務所と公民館に診療所を併設した木造一部RC
造の阿木交流センターとして、令和２年５月にオープンしまし
た。これにより、阿木地域の行政窓口としてだけでなく、地域
住民の交流の場、学びの場、健康づくりの場として活用いただ
くことはもちろん、マンホールトイレや太陽光発電等を備え付
けた防災拠点としての役割も担っています。

ここに注目！！
　地元阿木産のヒノキを含む県内産の木材がふんだんに使用
されています。施設内は段差の少ないユニバーサルデザインを
採用し、ぎふ木育ひろばにも認定されています。

利用者の様子
　木のぬくもり、香りなど、木造ならではのあたたかさを感じてい
ただいています。フリースペースの利活用をとおして、子どもから
お年寄りまで幅広い世代の声であふれています。

■問い合わせ先
　中津川市阿木交流センター　
　ＴＥＬ 0573-63-2001

阿木交流センター

施設概要

事業主体 中津川市

事業年度 令和元年度

構造
延床面積

木造　一部鉄筋コンクリート造
　　　　　　　　　１階建　　993.48㎡
　　　うち対象分　公民館　　308.05㎡

施設用途 公民館、診療所、市事務所

木材使用量
使用樹種

67.41㎥（県産材87.36％）
ヒノキ他

SAN設計室

207,023,040円全体事業費

5,000,000円（県産材需要拡大施設等整備事業）助 成 額

設 計 者

株式会社田口建設

平成30年11月～令和2年2月工　　期

施工業者

施設全景

内 部

子育てサークル
活動の様子

調理室

ホール
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活かす知恵

と を森林 人
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー 

＆ 

m
o
r
i
n
o
s 

● 

萩
原
・
ナ
バ
・
裕
作

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
　
森
が
チ
ャ
ン
ス
！

　
〜
免
疫
力
も
学
力
も
健
康
も
ア
ッ
プ
!？

　
　
　
　
　
「
森
の
教
室
」
を
創
り
ま
せ
ん
か
？
〜

多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
無
理
な
く
実
現
で

き
る
理
想
的
な
空
間
だ
っ
た
ん
で
す
。

免
疫
力
U
P
や
、

　
　
視
力
低
下
防
止
効
果
も

近
年
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
ス
ト
レ
ス
解
消

効
果
以
外
の
森
の
効
果
に
つ
い
て
、
様
々

な
研
究
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
幼
児
期
か

ら
森
で
過
ご
す
こ
と
で
免
疫
力
が
ア
ッ
プ

す
る
と
い
う
結
果
や
、
毎
日
2
時
間
以
上

自
然
光
の
中
で
過
ご
す
と「
近
視
」を
防
止

で
き
る
と
い
う
結
果
な
ど
、
森
の
新
た
な

効
果
や
価
値
に
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

森
の
教
室

　
　
作
り
た
い
学
校
募
集
中
！

コ
ロ
ナ
対
策
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
教
育
、
心
身
の
健
康
維
持
な
ど
、
現
代

社
会
の
課
題
を
一
気
に
解
決
で
き
そ
う
な

「
森
の
教
室
」。
そ
ん
な
素
敵
な
空
間
を
、

私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
創
り
ま

せ
ん
か
？
連
絡
待
っ
て
ま
〜
す
。

「T
he P

roblem
 is the S

olution

（
問
題
の
中
に
こ
そ
解
決
策
が
あ
る
）」。

こ
れ
は
持
続
可
能
な
暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン

手
法「
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
」の
考
え
方
の

ひ
と
つ
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る
う

（P
roblem

）今
こ
そ
、
森
の
新
た
な
価
値

に
気
づ
き
活
用
す
る（S

olution

）チ
ャ
ン

ス
で
す
。
今
回
は
そ
ん
な
試
み
の
一
例
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

「
森
の
教
室
」の
誕
生

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
後
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
学
校
の
先

生
た
ち
が
、
近
く
の
森
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
や
椅
子
を
置
き
、
教
室
を
作
っ
て
授
業

を
始
め
ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、

野
外
で
大
半
の
教
科
を
学
べ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
普
及
し
始
め
て
い
ま
す
。
教
室
で

の
密
を
避
け
る
た
め
に
始
ま
っ
た
こ
れ
ら

の
活
動
、
は
じ
め
て
み
た
ら
な
ん
と
コ
ロ

ナ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
問
題
ま
で

を
も
一
気
に
解
決
で
き
ち
ゃ
う
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
す
。

誰
ひ
と
り

　
と
り
残
さ
な
い
教
育

驚
い
た
こ
と
に
野
外
で
授

業
を
始
め
た
と
こ
ろ
子
ど
も

た
ち
の
集
中
力
が
高
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
実
践
的

で
幅
広
い
学
び
に
な
っ
た
た

め
、
子
ど
も
た
ち
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
理
解
度
が
増

し「
落
ち
こ
ぼ
れ
」が
減
っ
た

そ
う
で
す
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
ガ
ー
ド
ナ
ー
教
授
に

よ
れ
ば
、
人
間
は
、
個
々
に
バ
ラ
ン
ス
が

異
な
る
８
つ
の
知
能
を
持
っ
て
い
て
学
び

の
パ
タ
ー
ン
も
多
種
多
様
。
そ
の
た
め
、

ワ
ン
パ
タ
ー
ン
の
教
え
方
で
は
な
く
、
体

験
を
通
し
て
、
芸
術
や
空
間
を
通
し
て
、

理
論
的
・
数
学
的
に
考
え
て
、
体
を
動
か

し
て
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
な
ど
な
ど
、

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
学
び
を
提
供
す
る

こ
と
が
重
要
な
ん
だ
と
か
。
森
は
そ
ん
な

MORINOTAYORIMORINOTAYORI MORINOTAYORIMORINOTAYORI 1212



『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

2
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【恵みの森づくり推進課】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-1111 内線（3012） 恵みの森づくり推進課 恵みの森づくり係まで

清流の国ぎふ地域活動支援事業
　平成２４年度から令和２年度までの９年間で延べ395件の事業が実施されました。
　令和３年度は、５8の団体がそれぞれ特色ある事業を実施します。　

～住民主体の創意工夫ある森づくり・川づくり～

団体名 事業名

竹林救援隊 竹林の間伐と放置竹林を無くするための啓発活動

三輪の里山を守る会 恵みの森づくり推進事業

ぎふし森守クラブ ながら川ふれあいの森・森林教育・森林整備活動

本巣林研クラブ 外山地域森づくり

ぎなんプレーパークの会 身近で森を感じよう　～プレーパークをとおし
て～

飛騨五木株式会社 学びの森公園および市民公園の自然環境を活用
した木育事業

長良川自然学校 長良川　川の学校事業

木の駅上石津実行委員会 山に人を呼び戻そう

ぎふ地球環境塾 ぎふ地球環境塾

サツキマス　レズレクション サツキマスのふるさと大垣

金生山自然文化苑保存会 陸貝とヒメボタルの生息地保全事業

木曽三川子ども狂言クラブ 木曽三川環境と学び狂言プロジェクト

学校法人立木学園 木育推進事業

いび森のようちえん　こだぬき 子どもたちが遊ぶ森の整備と活用

雲上の櫻愛好会 池田町の宝樹、雲上の櫻を未来に残そう、増や
そう

小津区自治会 小津地域を主体とした森づくり事業

ＮＰＯ愛宕山ランド 子どもと自然をぐっと近づける森づくり

関市広見交遊会 関広見ICふれあい遊歩道整備事業

富岡ふれあいまちづくり委員会 大岡山整備事業

自然、生活共生会 「森と海は一つ」新しい森づくり川づくり

昭和造園土木株式会社 百年公園の森をつなぐ木育ＷＳ事業

エゴノキプロジェクト実行委員
会 エゴノキプロジェクト

郡上漁業協同組合 第11回長良川源流の森育成事業

明宝ジビエ研究会 明宝の森とエコサイクル推進事業

一般社団法人こどもの庭 森のようちえんにおける里山整備および環境教
育事業

みのかもアルプホルンクラブ アルプホルンを吹こう

三和まちづくり協議会 みわまちづくりプロジェクト

金谷里山整備支隊 ボランティアによるタケノコ倒し・新生竹伐採
及び植樹による里山再生活動

半布里の郷 富加町の自然を守る里山整備活動

可茂森林組合 Ｒ3可茂南部100年の森林づくりプロジェクト
【エコ薪】でCO2削減せよ！

美濃白川どんぐり会 落葉樹林　植林・育成、河川環境保全事業

大洞里山整備隊 里山整備・体験講座

川合まちづくりの会 子どもたちに引き継ぐ川づくり推進事業

団体名 事業名

木曽川左岸遊歩道友の会 木曽川左岸遊歩道等周辺整備事業

小里川ダム里山教室 2021秋の小里川ダム湖周ウォーキング

釜戸町まちづくり推進協議会 竜吟の森　木育推進事業

たきろ里山クラブ 里山を守れ！地球村活性化プロジェクト

岐阜環境カウンセラー協議会 里・山・川の保全・活用を通じた地域おこし調
査研究事業

ほんでんの自然を守る会 ハリヨの生息地保全活動及び普及啓発活動

土岐川庄内川源流の森委員会
土岐川・庄内川源流の森の資源、恵みを発見し
生かす。下流域の学生、市民との交流を通じて森、
川、里づくりの活動へ新たな提案をし、活動の
担い手を育て地域を元気にする。

奥矢作森林塾 峰地区における森づくりと担い手づくり活動事業

ひるかわ里山活性化委員会 里山活性化事業

付知町優良材生産研究会 未来を担う中学生への森林環境教育

加子母むらづくり協議会 学びの森　木の匠育成事業

いのちもり 森とくらしの学校事業

苗木地域まちづくり推進協議会 夜明けの森活性化事業

山里楽耕ぼうけんくらす 里山の遊び場づくりと親子の自然体験活動「ぼう
けんくらす」

保養地の山を良くする会 美しく楽しい四美の森づくり

中切区里山環境整備活動組織 中切区里山整備事業

ふるさとの森再生の会 よのさ トータル的に損をしない山づくり推進事業

森守クラブ合同会社まつぼっく
り 里山の資源を活用した里山づくり推進事業

二本木生産森林組合 飛騨高山「彦谷の里」里山活用と広葉樹林育成事
業

ひだの未来の森づくりネット
ワーク

フリーマガジンと協働した森林に関わる情報発
信活動

高山南の森保全の会 高山南エリア里山林整備事業

飛騨高山わらべうたの会 森林環境教育推進事業

森の自然学校 清流の森づくり

活エネルギーアカデミー 里山を大切にする暮らしプロジェクト

山の自然文化研究センター 森と川の結のはたらき

金谷里山整備支隊
（ボランティアによるタケノコ倒しと

新生竹伐採活動）

■令和２年度実施事業

木曽川左岸遊歩道友の会
（木曽川左岸遊歩道等周辺整備事業）
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
4
ー
7
3
ー
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　西
濃
農
林
事
務
所
ま
で

　
治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

生
分
解
性
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
林
道
法
面
の
緑
化
に
つ
い
て

西
濃
農
林
事
務
所

　林
業
課

　
　白
川

　拓
巳

　

施
工
三
ヶ
月
後
で
、
生
分
解
性
ネ
ッ
ト
未

施
工
箇
所
で
植
生
基
材
が
流
出（
赤
枠
）し
、

植
生
回
復
の
条
件
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が

考
察
さ
れ
た
。
結
果
、
六
ヶ
月
後
に
は
、
下

層
植
生
の
成
長
に
差
異
が
確
認
で
き
た
。
ま

た
、
未
施
工
箇
所（
赤
丸
）に
お
い
て
動
物
に

よ
る
踏
み
荒
ら
し

の
被
害
が
確
認
で

き
た
。
施
工
地
で

は
動
物
の
侵
入
痕

跡
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
か

ら
、
シ
カ
等
の
動

物
の
侵
入
を
一
定

程
度
防
ぐ
効
果
も

あ
る
。

ま
と
め
及
び
考
察

・
施
工
箇
所
は
未
施
工
箇
所
よ
り
植
生
の
生
育

が
旺
盛
で
あ
る
。

・
施
工
箇
所
は
動
物
の
踏
み
荒
ら
し
が
な
い
。

・
施
工
よ
り
二
年
経
過
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
の
分

解
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
あ
る
程
度
耐

久
性
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
の
分
解
状
況
と
分

解
後
の
未
施
工
箇
所
と
の
植
生
回
復
状
況

の
継
続
的
な
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

設
置
箇
所
の
経
過

・
施
工
四
ヶ
月
後
の
状
況
写
真

上
側
全
景
写
真
。
下
側
未
施
工（
左
側
）と

施
工
箇
所（
右
側
）の
比
較
写
真

植
生
状
況
に
違
い
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

・
施
工
一
年
四
ヶ
月
後
の
状
況
写
真

生
分
解
性
ネ
ッ
ト
の
施
工
箇
所
は
未
施
工

箇
所
よ
り
植
生
が
密
に
育
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。

設
置
箇
所
と
未
施
工
箇
所
の
比
較

　

設
置
箇
所
の
状
況

　

設
置
箇
所
は
、
勾
配
一
対
0
・
8
の
切
土

法
面
に
植
生
基
材
を
3
㎝
吹
付
し
た
上
に
生

分
解
性
ネ
ッ
ト
を
ア
ン
カ
ー
ピ
ン
に
て
設
置

し
ま
し
た
。

　

林
道
開
設
で
必
ず
発
生
す
る
法
面
。
こ
の

法
面
を
早
期
に
緑
化
し
元
の
自
然
な
植
生
に

回
復
さ
せ
、安
定
し
た
法
面
を
保
つ
こ
と
は
、

林
道
事
業
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
一
方
、
シ

カ
の
食
害
や
踏
み
荒
ら
し
に
よ
り
、
一
層
緑

化
の
難
し
さ
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、昨
今
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の
解
決
へ
の
取
り

組
み
が
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
環

境
汚
染
の
深
刻
化
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源

循
環
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。今
回
、

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
生
分
解
性
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
林
道
法
面
の
緑
化
状
況
の
推
移

を
調
査
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

生
分
解
性
ネ
ッ
ト

　

生
分
解
性
ネ
ッ
ト
は
、
水
や
土
壌
中
の
微

生
物
に
よ
り
五
年
程
度
経
過
す
る
間
に
分
子

レ
ベ
ル
ま
で
分
解
し
、
最
終
的
に
は
水
と
炭

酸
ガ
ス
に
分
解
さ
れ
現
地
に
残
ら
な
く
な
り

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
く
安
全
性
の
高
い
製

品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

生分解性ネット
設置状況施工直後（R1.1.10）

生分解性ネット

施工4ヶ月後（R1.5.9）施工1年4ヶ月後（R2.5.12）

施工8ヶ月後（R1.9.25）

施工3ヶ月後（R1.4.9）

施工6ヶ月後（R1.7.23）
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森
林
研
究
所
●
和
多
田 

友
宏

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

締
固
め
る
機
械
に
よ
っ
て

　
　
　盛
土
の
硬
さ
は
変
わ
る
の
か

お
わ
り
に

今
回
の
試
験
に
よ
り
、
締
め
固
め
る
機

械
に
よ
っ
て
盛
土
の
硬
さ
が
変
わ
る
こ
と

が
、
確
認
で
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
で
も
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
森

林
作
業
道
で
は
土
構
造
で
盛
土
を
つ
く
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か

り
締
め
固
め
ら
れ
た
盛
土
を
つ
く
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
締
め
固

め
る
機
械
毎
の
適
切
な
盛
土
施
工
方
法
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

※

N
d
値
：
質
量
5
㎏
の
ハ
ン
マ
（
お
も

り
）
を
50
㎝
の
高
さ
か
ら
自
由
落
下
さ

せ
た
と
き
、
貫
入
コ
ー
ン
を
10
㎝
貫
入

さ
せ
る
の
に
要
し
た
打
撃
回
数
を
求
め

た
も
の

は
じ
め
に

林
道
・
林
業
専
用
道
・
森
林
作
業
道
と

い
っ
た
林
内
路
網
の
整
備
は
、
森
林
管
理

に
お
い
て
も
、
木
材
生
産
の
場
に
お
い
て

も
重
要
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
切
土
や
盛

土
な
ど
の
「
土
構
造
」
を
基
本
と
す
る
森

林
作
業
道
で
は
、
崩
れ
に
く
い
路
体
に
す

る
た
め
、
盛
土
を
締
固
め
て
硬
く
す
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

森
林
の
た
よ
り
第
7
5
0
号（
2
0
1
6

年
3
月
）
で
は
、
１
回
（
１
層
）
の
敷

均
し
厚
さ
を
変
え
た
試
験
の
結
果
か
ら
、

0
・
3
m
の
層
ご
と
に
盛
土
を
締
固
め
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。

今
回
は
、
締
固
め
る
機
械
に
よ
っ
て
盛

土
の
硬
さ
が
変
わ
る
の
か
を
確
認
し
ま

し
た
。

試
験
方
法

試
験
は
、
平
坦
な
地
盤
を
掘
り
下
げ
て

作
成
し
た
溝
（
深
さ
約
0
・
9
ｍ
、
幅
約

0
・
6
m
、
長
さ
約
3
・
0
ｍ
）
に
土
を

敷
均
し
て
、
そ
れ
を
締
固
め
る
作
業
を
森

林
作
業
道
の
盛
土
の
締
固
め
作
業
と
想
定

し
て
実
施
し
ま
し
た
（
図

－

１
）。
ま
た
、

締
固
め
作
業
の
１
工
程
分
（
以
下
、
１
層

と
す
る
）
の
厚
さ
を
0
・
3
m
と
し
、
図

－

１
の
と
お
り
３
層
（
上
層
・
中
層
・
下
層
）

実
施
し
ま
し
た
。
敷
均
し
に
は
掘
り
取
っ

た
土
砂
を
使
用
し
、
締
固
め
は
バ
ッ
ク
ホ

ウ
の
バ
ケ
ッ
ト
部
を
用
い
て
５
回
ず
つ
行

い
ま
し
た
。

盛
土
を
締
固
め
る
機
械
に
は
、
重
量

約
3
・
3
t
、
バ
ケ
ッ
ト
容
量
平
積
0
・

0‌

6
㎥
の
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ウ
（
以
下
、
小

型
B
H
）
と
、
重
量
約
7
・
9
t
、
バ
ケ
ッ

ト
容
量
平
積
0
・
2‌

0
㎥
の
標
準
バ
ッ
ク

ホ
ウ
（
以
下
、
標
準
B
H
）
を
使
用
し
ま

し
た
。

盛
土
の
硬
さ
は
、
簡
易
貫
入
試
験
に
よ

り
求
め
た
N
d
値
※
を
用
い
ま
し
た
。

簡
易
貫
入
試
験
は
試
験
箇
所
を
変
え
て
、

締
固
め
機
械
毎
に
３
回
実
施
し
ま
し
た
。

試
験
結
果

小
型
B
H
と
標
準
B
H
の
深
さ
毎
の

N
d
値
を
、
図

－

２
に
示
し
ま
す
。

過
去
の
試
験
に
お
い
て
、
盛
土
崩
壊
発

生
箇
所
の
N
d
値
が
５
未
満
で
あ
る
場
合

が
多
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
標

準
B
H
で
は
、
N
d
値
が
５
以
上
の
検
出

割
合
が
８
割
以
上
あ
っ
た
の
に
対
し
、
小
型

B
H
で
の
N
d
値
が
５
以
上
の
検
出
割
合

は
３
割
未
満
で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今

回
の
試
験
条
件
で
は
小
型
B
H
で
は
十
分

な
締
固
め
が
で
き
て
お
ら
ず
、
１
層
の
厚
さ

や
締
固
め
回
数
な
ど
を
再
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

図ー２　深さhとNd 値の関係

図ー１　試験の模式図
（下層の締固めの例）

深さ
0.9ｍ

地面

幅0.6ｍ

上層

中層

下層

締締固固めめ

敷均し厚

0.3ｍ

図ー１ 試験の模式図
（下層の締固めの例）

図ー２ 深さhとNd値の関係
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普及コーナー

林業デジタル化がやってきた！
―西濃地域でのスマート林業の取組み―
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い
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　西
濃
農
林
事
務
所
ま
で

■西濃農林事務所　林業課　古川 明里

令
和
２
年
度
の
ス
マ
ー
ト
林
業
の
施

策
で
ド
ロ
ー
ン
を
保
有
す
る
林
業
事
業

体
が
増
え
ま
し
た
が
、
ド
ロ
ー
ン
は
写

真
を
撮
影
す
る
だ
け
で
な
く
、
オ
ル
ソ

補
正
（
写
真
の
歪
み
を
補
正
す
る
画
像

処
理
）
を
行
う
こ
と
で
、
面
積
や
距
離

等
を
計
測
し
て
測
量
に
活
用
し
た
り
、

地
図
デ
ー
タ
等
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

昨
年
度
に
開
催
し
た
Ｏ
Ｗ
Ｌ
や
Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
測
量
研
修
の
際
に
「
ド
ロ
ー
ン
と

写
真
測
量
ソ
フ
ト
（
メ
タ
シ
ェ
イ
プ
）

を
同
時
に
購
入
し
た
が
、
メ
タ
シ
ェ
イ

プ
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
。
研
修
を

お
願
い
し
た
い
」
と
い
う
要
望
が
あ
り
、

研
修
会
を
企
画
、
開
催
し
ま
し
た
。

企
画
に
あ
た
り
、
講
義
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
講
習
と
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

技
術
習
得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
ア
カ

デ
ミ
ー
の
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た

が
、
１
日
定
員
５
人
の
少
人
数
制
と
し
、

３
月
１５
日
、
１６
日
の
２
日
間
の
日
程
で

開
催
し
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、
メ
タ
シ
ェ
イ
プ
の
基

本
操
作
の
習
得
、
オ
ル
ソ
画
像
の
作
成
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
写
真
撮
影
の
ポ
イ
ン

ト
及
び
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
、
オ
ル
ソ
画
像
を
作
成
す

る
に
は
元
デ
ー
タ
と
な
る
ド
ロ
ー
ン
空

撮
に
技
術
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

メ
タ
シ
ェ
イ
プ
の
操
作
方
法
は
シ
ン

プ
ル
で
、
手
順
に
従
っ
て
操
作
し
て
い

け
ば
オ
ル
ソ
画
像
を
作
成
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
ド
ロ
ー
ン
空
撮
と
メ
タ

シ
ェ
イ
プ
を
セ
ッ
ト
に
し
た
研
修
会
を

企
画
す
る
予
定
で
す
。
準
備
が
整
い
ま

し
た
ら
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 

�

メ
タ
シ
ェ
イ
プ
操
作
研
修
会
を
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で メタシェイプ操作研修会

電
波
を
複
数
受
信
し
、
そ
の
位
置
の
座
標
を

特
定
し
、
記
録
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

（
皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

衛
星
の
一
種
で
す
。）

〔
調
査
結
果
〕

・	

新
し
い
技
術
だ
が
広
く
普
及
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ

技
術
な
ど
が
応
用
さ
れ
、
初
め
て
で
も
、

測
地
操
作
や
電
算
処
理
は
ス
ム
ー
ズ
で

あ
っ
た
。

・	

現
地
で
使
用

す
る
機
材
は

ハ
ン
デ
ィ
サ

イ
ズ
の
受
信

機
と
リ
ン
ク

し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の

セ
ッ
ト
の
み
。

（
写
真
１
）

・	

測
量
は
一
人

で
行
う
こ
と

が
で
き
る
が
、

安
全
の
為
、

基
本
は
２
名
体
制
が
望
ま
し
い
。

・	

衛
星
電
波
の
受
信
状
況
と
デ
ー
タ
精
度
を

手
元
で
確
認
で
き
、
確
実
な
測
地
が
で
き

た
。

・	

杭
間
の
見
通
し
確
保（
灌
木
払
い
）は
不
要
。

上
部
が
塞
が
っ
て
い
る
と
受
信
で
き
な
い

場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
森
林
で
は

受
信
で
き
て
い
る
。

・	

取
得
し
た
座
標
を
つ
な
げ
て
施
工
図
作
成

（
面
積
算
定
）す
る
ほ
か
、
個
別
の
地
点
も

容
易
に
図
化
で
き
、
組
合
で
は
観
光
景
観

林
整
備
事
業
で
行
っ
た
広
葉
樹
植
栽
箇
所

の
図
化
に
活
用
で
き
た
。

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
受
信
機
は
即
活
用
で
き
、
測
量
結

果
は
森
林
整
備
の
補
助
事
業
に
も
適
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て

い
く
予
定
で
す
。

 

地
上
レ
ー
ザ
計
測
器「
Ｏ
Ｗ
Ｌ
」

〔
し
く
み
〕

※
森
林
の
た
よ
り
第
８
０
９
号
15
頁
、

　
　
　
　
　
　

  

第
８
１
１
号
17
頁
に
関
連
記
事
掲
載

 

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
林
業

こ
の「
森
林
の
た
よ
り
」で
も
紹
介
し
て
い

ま
す「
ス
マ
ー
ト
林
業
」と
呼
ば
れ
る
新
技
術

の
ひ
と
つ
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
り
ま
す
。
林

業
と
言
え
ば
、
山
林
の
中
で
汗
を
か
き
な
が

ら
、
木
を
育
て
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
木
を
伐
り
、

丸
太
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
出
荷
し
て
い
く
、

と
い
う
姿
が
一
番
思
い
浮
か
ぶ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
実
は
、
森
林
を
管
理
す
る
際
に

は
、
資
源
量
調
査
や
区
域
測
量
な
ど
の
作
業
も

行
っ
て
い
ま
す
。
新
技
術
で
は
、
レ
ー
ザ
測
量

や
衛
星
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
高
精
度
な
情
報
が

得
ら
れ
、
県
内
を
始
め
全
国
の
森
林
・
林
業
業

界
で
そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

進
む
森
林
経
営
管
理
に
備
え
て

平
成
31
年
４
月
に
森
林
経
営
管
理
法
が
新

た
に
施
行
さ
れ
、
森
林
の
経
営
管
理
を
所
有
者

が
行
う
こ
と
が
責
務
と
し
て
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
市
町
村
や
県
で
は
森
林

所
有
者
の
経
営
管
理
を
推
進
す
る
施
策（「
森

林
経
営
管
理
制
度
」）や
、
実
際
に
森
林
整
備
を

行
う
担
い
手
の
育
成
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

西
南
濃
森
林
組
合
で
は
、
森
林
経
営
管
理
制

度
に
お
け
る
森
林
整
備
の
担
い
手
と
な
る
林

業
経
営
者
の
認
定
を
受
け
、
森
林
所
有
者
に
施

業
提
案
を
行
う
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
技

能
強
化
や
生
産
体
制
強
化
な
ど
の
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
森
林
管

理
の
効
率
化
、
高
精
度
化
を
図
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
令
和
２
年
度
に
導
入
し
ま

し
た
の
で
、
西
濃
農
林
事
務
所
で
は
同
森
林
組

合
と
協
力
し
、
当
該
新
技
術
の
活
用
に
向
け
た

実
証
を
始
め
ま
し
た
。

 

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
衛
星
電
波
を
利
用
し
た
測
量

〔
し
く
み
〕

※
森
林
の
た
よ
り
第
８
０
８
号
19
頁
に
関
連
記
事
掲
載

間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
で
測
量
を
す
る
際
、

こ
れ
ま
で
は
施
工
地
の
周
囲
を
、
レ
ー
ザ
計
測

器
と
反
射
板
を
使
い
、
境
界
杭
等
２
点
間
の
角

度
や
距
離
を
２
名
体
制
で
測
量
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
導
入
の
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
衛
星
を
利
用
し
た

測
量
は
、
地
球
を
回
っ
て
い
る
衛
星
か
ら
の

従
来
、
資
源
量
な
ど
林
況
を
調
査
す
る
場

合
は
、
林
木
の
胸
高
直
径
や
樹
高
な
ど
を
一

本
一
本
測
り
、
記
録
を
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込

ん
で
解
析
を
行
う
と
い
う
ほ
ぼ
手
作
業
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

Ｏ
Ｗ
Ｌ
は
写
真
２
の
よ
う
に
支
柱
の
上
部

に
レ
ー
ザ
部
を
取
り
付
け
た
形
状
で
、
セ
ン

サ
ー
部
が
３
６
０
度
回
転
し
な
が
ら
周
囲
の

レ
ー
ザ
反
射
を
読
み
取
り
ま
す
。

測
量
手
は
、
お
お
よ
そ
10
ｍ
間
隔
で
林
内

を
ス
キ
ャ
ン
、
地
点
ご
と
に
３
６
０
度
の
反

射（
点
群
デ
ー
タ
）を
取
得
し
ま
す
。

点
群
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
の
専
用
ソ
フ
ト

で
処
理
す
る
と
、
各
点
群
デ
ー
タ
か
ら
、
樹

木
の
形
を
し
た
も
の
を
判
断
し
、
重
な
り
や

同
一
の
木
な
ど
を
判
断
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木

の
配
置
や
材
積

な
ど
が
計
算
さ

れ
ま
す
。

更
に
特
徴
的

な
の
は
、
点
群

デ
ー
タ
か
ら
３

次
元
画
像
を
作

成
で
き
る
こ
と

で
す（
図
３
）。

〔
調
査
結
果
〕

本
シ
ス
テ
ム

は
、
衛
星
測
地

と
比
べ
て
専
門

的
な
ま
っ
た
く

▲写真１
ＧＮＳＳ受信機と操作用スマートフォン

▲写真２　OWL
オレンジ色の本体上部にあるセンサー部が回転する

▲図３　３次元化した画像
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林業デジタル化がやってきた！
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で

■西濃農林事務所　林業課　古川 明里

令
和
２
年
度
の
ス
マ
ー
ト
林
業
の
施

策
で
ド
ロ
ー
ン
を
保
有
す
る
林
業
事
業

体
が
増
え
ま
し
た
が
、
ド
ロ
ー
ン
は
写

真
を
撮
影
す
る
だ
け
で
な
く
、
オ
ル
ソ

補
正
（
写
真
の
歪
み
を
補
正
す
る
画
像

処
理
）
を
行
う
こ
と
で
、
面
積
や
距
離

等
を
計
測
し
て
測
量
に
活
用
し
た
り
、

地
図
デ
ー
タ
等
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

昨
年
度
に
開
催
し
た
Ｏ
Ｗ
Ｌ
や
Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
測
量
研
修
の
際
に
「
ド
ロ
ー
ン
と

写
真
測
量
ソ
フ
ト
（
メ
タ
シ
ェ
イ
プ
）

を
同
時
に
購
入
し
た
が
、
メ
タ
シ
ェ
イ

プ
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
。
研
修
を

お
願
い
し
た
い
」
と
い
う
要
望
が
あ
り
、

研
修
会
を
企
画
、
開
催
し
ま
し
た
。

企
画
に
あ
た
り
、
講
義
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
講
習
と
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

技
術
習
得
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
ア
カ

デ
ミ
ー
の
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た

が
、
１
日
定
員
５
人
の
少
人
数
制
と
し
、

３
月
１５
日
、
１６
日
の
２
日
間
の
日
程
で

開
催
し
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、
メ
タ
シ
ェ
イ
プ
の
基

本
操
作
の
習
得
、
オ
ル
ソ
画
像
の
作
成
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
写
真
撮
影
の
ポ
イ
ン

ト
及
び
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
、
オ
ル
ソ
画
像
を
作
成
す

る
に
は
元
デ
ー
タ
と
な
る
ド
ロ
ー
ン
空

撮
に
技
術
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

メ
タ
シ
ェ
イ
プ
の
操
作
方
法
は
シ
ン

プ
ル
で
、
手
順
に
従
っ
て
操
作
し
て
い

け
ば
オ
ル
ソ
画
像
を
作
成
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
ド
ロ
ー
ン
空
撮
と
メ
タ

シ
ェ
イ
プ
を
セ
ッ
ト
に
し
た
研
修
会
を

企
画
す
る
予
定
で
す
。
準
備
が
整
い
ま

し
た
ら
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 

�

メ
タ
シ
ェ
イ
プ
操
作
研
修
会
を
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
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５
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　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で メタシェイプ操作研修会

な
ど
今
後
経
験
を
重
ね
、
同
様
に
林
業
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
む
他
の
事
業
体
と
情
報
交
換

な
ど
図
り
な
が
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い

く
予
定
で
す
。

ま
た
本
調
査
地
で
は
今
後
木
材
生
産
が
行

わ
れ
る
の
で
、
現
実
の
生
産
量
と
の
比
較
や

３
次
元
化
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

 
お
わ
り
に

平
成
が
始
ま
っ
た
頃
に
登
場
し
た
新
し
い

技
術（
特
に
情
報
通
信
技
術
な
ど
）は
、
当
初

「
す
ご
い
技
術
だ
け
ど
、
一
部
の
人
だ
け
の
も

の
じ
ゃ
な
い
の
？
」と
思
い
ま
し
た
が
、
令
和

の
時
代
と
な
り
老
若
男
女
に
浸
透
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
新
し
い
暮
ら
し
方
で
は
、
更

に
身
近
な
ツ
ー
ル
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

林
業
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
も
、
一
昔
前
な

ら
驚
く
よ
う
な
技
術
が
岐
阜
県
の
山
の
現
場

に
も
到
達
し
ま
し
た
。
西
濃
地
域
で
も
、
そ
の

利
点
に
活
か
し
た
高
精
度
な
林
況
把
握
と
森

林
所
有
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
技
術
の
還
元

に
向
け
て
森
林
組
合
と
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

新
し
い
技
術
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
説
明
等
の
み

で
は
、
実
際
の
使
用
を
始
め
る
に
あ
た
り
不
安

が
あ
り
ま
し
た
。

場
所
ご
と
に
条
件
が
異
な
る
森
林
環
境
内

で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
ま
ず
は
経
験
を
積
ま
な
い
と
わ
か

ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
初
め
て
の
現
地
測
量

を
令
和
３
年
３
月
下
旬
に
行
い
ま
し
た
。

・	

調
査
場
所
：
不
破
郡
関
ケ
原
町
地
内
の
皆
伐

予
定
地　

０
・７
９
㏊

・	

ね
ら
い
：
現
地
調
査
の
進
め
方
と
取
得
し
た

材
積
デ
ー
タ
の
評
価（
実
際
の
生
産
量
と
の

比
較
）

・	

通
常
２
名
で
行
う
こ
と
を
想
定
し
、
森
林
組

合
職
員
２
名
と
林
業
普
及
指
導
員
１
名
の

３
名
で
実
施
。

・	

手
始
め
に
１
箇
所
を
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
測

り
始
め
た
と
こ
ろ
、
次
の
ス
キ
ャ
ン
位
置
を

測
量
手
と
補
佐
役
で
相
談
し
な
が
ら
決
め

る
な
ど
手
間
取
っ
た
。（
先
に
ス
キ
ャ
ン
し

た
位
置
が
わ
か
ら
な
い
等
）

・	

調
査
後
半
は
、
ス
キ
ャ
ン
し
た
場
所
に
補

佐
役
が
目
印（
写
真
４
）を
残
し
た
と
こ
ろ
、

測
量
手
の
判
断
で
位
置
移
動
で
き
、
ス
ム
ー

ズ
に
作
業
が
進
ん
だ
。

・	

初
め
て
の
現
地
調
査
は
、
全
０
・
７
９
㏊
で

１
７
０
地
点
を
計
測
、
所
要
６
時
間
半
。

・	

取
得
デ
ー
タ
を
電
算
処
理
し
た
結
果
、
障
害

物
に
よ
る
エ
ラ
ー
、
誤
判
定
に
よ
る
無
い
は

ず
の
木
の
発
生
、
全
体
材
積
が
過
大
に
算
定

さ
れ
る
な
ど
が
生
じ
た
。

今
回
の
現
地
調
査
で
は
、
Ｏ
Ｗ
Ｌ
の
操
作

方
法
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
ば
か
り

で
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
計
測
や
地
形
に
合
わ
せ
た
進

め
方
、
ど
ん
な
エ
ラ
ー
に
ど
う
対
処
す
る
か
、 ▲写真４　この目印が役立った

▲図５　青い点はスキャン位置
　　　 平均的な間隔で計測できた赤い

点は林木で、実際よりやや多い
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環
境
保
全
モ
デ
ル
林
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か 

~
そ
の
2

~

7月号
予定

7月1日発行イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（191）
●山のおじゃまむし（360）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（102）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（100）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　ゴールデンウイーク中もコロナの影響で外出自粛が続いていました
が、長良川の堤防を車で走っていると河川敷でテントを張りキャンプをし
ている人達を多く見かけました。

　その影響もあってか、コロナ感染者が増えており尚一層注意したいと思っている
この頃です。天気が良いと外出したくなるものですが、今年は例年より２０日程早く梅
雨入りしたため自然と外出自粛もできそうです。
　家で過ごしていると、だらけてしまう事も多くなります。体力づくりをしっかりとして
健康維持に注意したいと思います。コロナの影響も無くなり早く普通に外出できキャ
ンプ等も楽しめるようになると良いですね。

　「森林のたより」編集委員　曽我部 利幸

地域の人

【治山課　畑中】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8526 治山課治山係まで

　近年、全国至る所で集中豪雨や地震による山地災害が発生しており、社会活動に甚
大な影響を及ぼしています。岐阜県でも令和２年７月豪雨により、下呂・飛騨地域を中心
に多大な被害が発生し、現在も災害復旧に取り組んでいるところです。こうしたことか
ら、県民の皆さんに山地災害への備えに対する意識を高めてもらうため、国、県及び市
町村が一体となって、令和３年５月２０日から６月３０日にかけて「山地災害防止キャン
ペーン」を実施しています。
　県の庁舎や市町村の公共施設にキャンペーンポスターを掲示し、山地災害への備え
を呼びかけるとともに、市町村の広報誌に関連記事を掲載しています。
　さらに、山地災害危険地区の周辺にお住まいの方たちを対象に説明会を開催しＰＲ
活動も行っています。
　また、キャンペーン関連行事の一環として、山地災害防止標語及び写真コンクールが
実施されますのでたくさんの応募をお願いします。

（一社）日本治山治水協会　標語・写真コンクール係　TEL 03-3581-2288　FAX 03-3581-1410
【標語及び写真コンクールの応募先及び問い合わせ先】

令和３年度 山地災害防止キャンペーン

キャンペーンポスター 地元説明会

令和２年７月豪雨災害による
山地災害の状況

記
載
内
容（
写
真
を
除
く
）は
、
岐
阜
県
林
政
部
恵
み
の
森
づ
く
り
推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
林
の
位
置
図
、
活
動
内
容
な
ど
の
詳
細
は
岐
阜
県

林
政
部
恵
み
の
森
づ
く
り
推
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.pref.gifu.lg.jp/page/8968.htm

l
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
H
P
掲
載
場
所
）

・
モ
デ
ル
林
の
所
在
地
等
：
各
モ
デ
ル
林
の
関
係
資
料
に
あ
る「
概
要
書
」　　

・
モ
デ
ル
林
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
状
況
：
各
モ
デ
ル
林
の
利
活
用
実
績

�

【
山
林
協
会　

瀬
上
】

　

令
和
元
年
度
は
、
加
子
母
森
林
組
合

に
よ
る「
自
然
学
校
」（
し
い
た
け
植
菌

体
験
、
遊
歩
道
の
草
刈
り
）、
恵
那
こ

ぶ
し
の
会
に
よ
る「
森
林
教
室
」（
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
木
登
り
体
験
）の
イ

ベ
ン
ト
等
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
地
域
は
、「
里
山
」と
い
う

言
葉
の
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
所
在
地
：
中
津
川
市
加
子
母
字
福
崎

（
道
の
駅
加
子
母
の
西
）

・
面　

積
：
約
9
・
4
㏊

・
現　

況
：
ヒ
ノ
キ
中
心
の
針
葉
樹
に
、

多
様
な
樹
種
の
広
葉
樹
が

存
在
し
て
い
る
人
里
近
い

里
山
林
。

第
４
号
環
境
保
全
モ
デ
ル
林「
加
子
母
福
崎
の
森
」

じゃんじゃん
（薪などを山から里まで運ぶ、鉄線と滑車を使った簡易索道です。）

木馬道
（伐採した木材を木橇に載せ、牛、馬または人力で運ぶ施設です。）

モデル林内には、昔活躍した木材運搬施設があります。

　

令
和
元
年
度
は
、
城
台
山
を
守
る

会
に
よ
る「
木
工
教
室
」（
野
鳥
巣
箱
作

り
）、「
自
然
学
校
」（
城
台
山
公
園
と
揖

斐
の
町
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）の
イ
ベ
ン

ト
等
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

・
所
在
地
： 

揖
斐
川
町
三
輪

　
　
　
　

  （
揖
斐
総
合
庁
舎
の
北
）

・
面　

積
：
約
38
・
1
㏊

・
現　

況
：
ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
等
の

針
葉
樹
が
中
心
。
昔
か
ら

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て

い
る
里
山
林
。

第
５
号
環
境
保
全
モ
デ
ル
林「
揖
斐
川
町
城
台
山
」

モデル林入口に案内看板があります。歴史の里を楽しんで下さい。
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7月号
予定

7月1日発行イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（191）
●山のおじゃまむし（360）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（102）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（100）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　ゴールデンウイーク中もコロナの影響で外出自粛が続いていました
が、長良川の堤防を車で走っていると河川敷でテントを張りキャンプをし
ている人達を多く見かけました。

　その影響もあってか、コロナ感染者が増えており尚一層注意したいと思っている
この頃です。天気が良いと外出したくなるものですが、今年は例年より２０日程早く梅
雨入りしたため自然と外出自粛もできそうです。
　家で過ごしていると、だらけてしまう事も多くなります。体力づくりをしっかりとして
健康維持に注意したいと思います。コロナの影響も無くなり早く普通に外出できキャ
ンプ等も楽しめるようになると良いですね。

　「森林のたより」編集委員　曽我部 利幸

地域の人

【治山課　畑中】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8526 治山課治山係まで

　近年、全国至る所で集中豪雨や地震による山地災害が発生しており、社会活動に甚
大な影響を及ぼしています。岐阜県でも令和２年７月豪雨により、下呂・飛騨地域を中心
に多大な被害が発生し、現在も災害復旧に取り組んでいるところです。こうしたことか
ら、県民の皆さんに山地災害への備えに対する意識を高めてもらうため、国、県及び市
町村が一体となって、令和３年５月２０日から６月３０日にかけて「山地災害防止キャン
ペーン」を実施しています。
　県の庁舎や市町村の公共施設にキャンペーンポスターを掲示し、山地災害への備え
を呼びかけるとともに、市町村の広報誌に関連記事を掲載しています。
　さらに、山地災害危険地区の周辺にお住まいの方たちを対象に説明会を開催しＰＲ
活動も行っています。
　また、キャンペーン関連行事の一環として、山地災害防止標語及び写真コンクールが
実施されますのでたくさんの応募をお願いします。

（一社）日本治山治水協会　標語・写真コンクール係　TEL 03-3581-2288　FAX 03-3581-1410
【標語及び写真コンクールの応募先及び問い合わせ先】

令和３年度 山地災害防止キャンペーン

キャンペーンポスター 地元説明会

令和２年７月豪雨災害による
山地災害の状況

森林・林業関係イベントカレンダー（6～7月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

6月16日㈬～
6月18日㈮

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

●講習時間　16日　学科　　8:50～17:10
　　　　　　17日　学・実　8:50～12:00
　　　　　　18日　実技　　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

16 日（学科）・17 日（学・実）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
18 日（実技）
県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

6月22日㈫～
6月23日㈬

走行集材機械の
運転業務特別教育

●講習時間　22日　学科　　9:00～16:00
　　　　　　23日　実技　　9:00～16:00
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：46,200円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）
　（学科及び実技一部免除者を含む。実技講習は

10名単位の開催となりますので実技受講者が
10名以上の場合は翌日になりますのでお問合
せ下さい。）

22 日（学科）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
23 日（実技）
関市地内山林（予定）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

7月6日㈫～
7月8日㈭

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

●講習時間　6日　学科　　8:50～17:10
　　　　　　7日　学・実　8:50～12:00
　　　　　　8日　実技　　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

6 日（学科）・7 日（学・実）
恵那建設会館（恵那市大井町 2087-276）
8 日（実技）
加子母森林組合（中津川市加子母 4872-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

7月9日㈮ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間　学科　  9:00～15:20
　　　　　　実技　15:30～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円(本代含む)（振込み）
●定　員：50名（定員になり次第締め切ります。）

恵那建設会館（恵那市大井町 2087-276）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195

7月27日㈫～
7月30日㈮

フォークリフト
運転技能講習
　【受講資格】
　自動車普通運転
　免許所持者

●講習時間　1日目　学科　  8:50～17:05
　　　　　　　  学科試験   17:10～18:10
　 2～4日目　実技・試験　  8:00～17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円（本代含む）（振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

学科　伊自良中央公民館（山県市大門 912-1）
実技　ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田 127-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話  058-275-0192　FAX  058-201-1195
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

1,885～1,985

539～567

2,867～3,087

2,894～3,024

3,024

10,368

2,100

2,700

外材市況（4月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

302

324
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（4月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

57,000～60,000

57,000～60,000

65,000～70,000

67,000～70,000

70,000

120,000

64,000

63,000

→

→

→

→

→
→

→

→

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　出材は回復基調にあるが依然として各方面、在庫不足は継続して顕著。
スギ4ｍ中目、尺上　元木良材は応札多数、強気。50cm上並材にも活発な
入札。スギ並材3ｍ、4ｍ併せて非常に需要が高く強保合。3ｍ（16～
22cm）直造材が有利。スギ3ｍ直材は24cm上も引き合い強。ヒノキ元木
良材30cm上、40cm上強含み。ヒノキ並材3m・4ｍ価格は強保合。4ｍ土
台取りが人気。ヒノキ2m元木は直小曲24cm上、引き合い強。合板向けは
スギ、ヒノキともに在庫不足。ラミナ向けも併せて特にスギが強保合。製紙
向けパルプ材、発電向け未利用材ともに原木不足、需要高。（岐阜）
　スギ、ヒノキ3m・4ｍ並材は丸太不足しているため買い気旺盛。ヒメコ、
マツは伐採シーズンの終盤に入り駆け込み出材が多いが弱気。広葉樹は
今後気温が上がって材が傷みやすい時期に入るため、白系統の木の出材
が少なくなる。製材・合板工場では、原木不足のため集荷強化の動きが見ら
れる。他の高値はカラマツ4ｍ×42ｃｍ＠16,000円　マクルミ4ｍ×38ｃｍ
＠43,800円　アサダ3ｍ×28ｃｍ＠21,000円（飛騨）
　全般的にヒノキ・スギとも並材（16cm～22cm）は、応札旺盛にて保合。  
ヒノキ元木、良材２ｍ・３ｍ・４ｍ（高齢材及び枝打材など（特殊材)）には応札
旺盛にて保合。スギ元木良材には応札旺盛保合。ヒノキ並材は３ｍ・４ｍ

（16～22㎝）は、需要があり価格は上向き気配にて保合。スギ並材は３ｍ・
４ｍ（16～28cm）は、応札旺盛にて保合。（東濃）

【商況】

木 材 用 語 一 口 メ モ

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典

生物資源（bio）の量（mass）を表しており、再生可能な生物由来の有機性資
源（化石燃料は除く）のこと。近年、木質バイオマスが注目を集め、薪、チップ、
ペレットなどに加工され、熱、電気などのエネルギーとして使用されている。

バイオマス

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1759回

4月20日

5月12日

5月13日

岐
阜
共
販
所

第1339回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
24～28㎝

30㎝以上元
18～22㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

18,000
25,000
－
－
－
－

52,000
55,800
－
－

13,000
38,000
－
－

22,000
38,000
－
9,000
9,000
－

13,500
－

39,000
－
－

16,000
32,000
32,000
48,000
－
－

45,000
－
－
－

12,300
11,000
12,800
12,500
11,200
－

17,800
14,800
17,600
13,600
15,000
－

12,000
12,400
11,300
17,000
17,000
18,000
19,000
26,000
8,000
8,000

12,000
12,000
－

15,000
12,000
12,300
13,000
16,800
13,500
16,500
9,000

14,000
18,000
22,000
5,000
6,000

第1670回

東
濃
共
販
所

木 材 市 場

331

327～331
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